
（別紙様式４）

【職業実践専門課程認定後の公表様式】の公表様式】公表様式】

職業実践専門課程の公表様式】基本情報についてについて

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

ニチエイ調理専門学校調理専門学校 礒村義安
（電話） 052-252-2155

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人光陽学園 礒村義安
（電話） 052-252-2155

分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

衛生 職業実践専門課程 食品技術管理専門士科

学科の公表様式】目的

認定年月日

修業年限 昼夜 講義 演習 実習 実験 実技

2 昼間
１，７１０時間 ７２０時間 ０時間 ９６０時間 ３０時間 ０時間

年 単位時間

生徒総定員 生徒実員 専任教員数 兼任教員数 総教員数

１６０人 １１３人 ０人 １１人 ２８人 ３９人

学期制度 成績評価

■成績表： 有
■成績評価の公表様式】基準・方法
各科目毎に行う定期試験において６０点以上を合格とする。に行う定期試験において６０点以上を合格とする。う定期試験において６０点以上を合格とする。定期試験において６０点以上を合格とする。を合格とする。合格とする。とする。

長期休みみ

学修支援等

■クラス担任制：担任制： 有

課外活動

■課外活動の公表様式】種類
■個別相談・指導等の公表様式】対応

■サークル活動：活動： 有

（株） 蔦茂旅館        浅田屋伊兵衛商店    （株） 名古屋浅田屋
資格とする。・検定名 種別 受験者数 合格とする。者数

調理師 ① ５７名 ５７名

（株） メーキュー                       日本ゼネラル活動：フード （株） 製菓衛生師 ② １８名 １６名

■就職指導内容 ③ ２９名 ２６名

③ ８名 ８名

食育インストラクターイ調理専門学校ンス担任制：トラクター ③ ３８名 ３８名

■卒業者数　　　　　　： 57 人

■就職希望者数　　　　： 56 人

■就職者数　　　　　　： 53 人

■就職率　　　　　　　： 94.6 ％

93 ％
■その公表様式】他
・進学者数：　　　　　　　　　　　　０人　　　　　　　　

（平成 29 年度卒業者に関するする

時点の公表様式】情報について）

■中途退学者 10 名 ■中退率 8.8 ％

■中途退学の公表様式】主な理由な理由理由
学校生活への公表様式】不適合     ３名  ・  進路変更     ５名  ・  除籍     １名  ・  その公表様式】他     １名

■中退防止・中退者支援の公表様式】ための公表様式】取組

https://www.nichiei.ac.jp

昭和52年3月1日
〒460-0007
愛知県名古屋市中区新栄１丁目４３番９号

昭和41年7月1日
〒460-0007
愛知県名古屋市中区新栄１丁目４３番９号

平成21年文部科学省
告示第21号

調理師の公表様式】職業に必要な実践的かつ専門的な能力と科学的知識及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にな理由実践的かつ専門的な理由能力と科学的知識及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にと科学的知識及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にび調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に調理技術を合格とする。始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にめ、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にオモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にの公表様式】心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の公表様式】専攻分野に
おける実務に関する深い知識と技術・技能を体得せしめ、創造的な能力を養い知性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のに関するする深い知識と技術・技能を体得せしめ、創造的な能力を養い知性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のい知識と技術・技能を合格とする。体得せしめ、創造的な能力を養い知性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のせしめ、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に創造的な理由能力と科学的知識及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にを合格とする。養い知性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のある調理師、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のえ自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の実践する自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の主な理由自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の律性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のの公表様式】ある調理師、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に情操のの公表様式】
豊かな人間性のある調理師の育成することを願い、職業人として切り拓いて行く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。かな理由人間性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のの公表様式】ある調理師の公表様式】育インストラクター成することを合格とする。願い、職業人として切り拓いて行く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。い、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に職業人として切り拓いて行く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。り拓いて行く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。拓いて行く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。いて行う定期試験において６０点以上を合格とする。く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。が出来る力を持たせる職業教育を目指す。出来る力を持たせる職業教育を目指す。る力と科学的知識及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にを合格とする。持たせる職業教育を目指す。たせる職業教育インストラクターを合格とする。目指す。

平成26年3月31日

全課程の公表様式】修了に必要な総に必要な実践的かつ専門的な能力と科学的知識及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にな理由総
授業時数又は総単位数は総単位数総単位数

留学生数（生徒実員の公表様式】内数）

■１学期：４月１日～９月３０日
■２学期：１０月１日～３月３１日

■学年始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に：４月１日～４月７日
■夏　 季：８月１日～８月３１日
■冬　 季：１２月２１日～１月７日
■学年末：３月２６日～３月３１日

卒業・進級
条件

卒業・進級条件は総単位数調理師養成施設指導要な実践的かつ専門的な能力と科学的知識及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に領に基づいて指導しに基づいて指導し
て実施している。

学園祭等の公表様式】実行う定期試験において６０点以上を合格とする。委員会及び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にび調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に卒業生の公表様式】卒業作品展行う定期試験において６０点以上を合格とする。事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。の公表様式】実行う定期試験において６０点以上を合格とする。委員会並
び調理技術を始め、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にに、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に卒業アル活動：バム作成委員会を組織して活動している。作成委員会を合格とする。組織して活動している。して活動している。学習支援は総単位数生徒の公表様式】心配事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に不安な理由事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。な理由どな理由いか担任が出来る力を持たせる職業教育を目指す。積極的に

話しかけて相談に乗るように指導している。また相談など受けるよう定期試験において６０点以上を合格とする。に指導している。また相談な理由ど受け
たら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の直ちに解決するようにして後回しにしないように教職員にちに解決するようにして後回しにしないように教職員にするよう定期試験において６０点以上を合格とする。にして後の公表様式】回しにしないように教職員にしにしな理由いよう定期試験において６０点以上を合格とする。に教職員に
指導している。

就職等の公表様式】
状況※２

■主な理由な理由就職先、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に業界等（平成２９年度卒業生）

主な理由な理由学修成果
（資格とする。・検定等

）
※３

■国家資格とする。・検定/その公表様式】他・民間検定等

名古屋東急ホテルホテル活動：    ANAクラウンプラザホテル活動：グランコート名古屋 （平成29年度卒業者に関するする平成30年5月1日時点の公表様式】情報について）

（株） いずみ  ラ・ス担任制：ース担任制：   （株） ひら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のまつ オーベル活動：ジュ・ド
ゥ・リル活動：名古屋（株） ファミリア  ワイ調理専門学校ン食堂ニコ    エノテーカ ピンキオーリニコ    エノテーカ ピンキオーリ
名古屋

レス担任制：トランサービス担任制：技能
士

就職指導は総単位数同時に数社紹介するのではなく１人一社として第一するの公表様式】では総単位数な理由く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。１人一社として第一
希望の公表様式】事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。業所から考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の勧める。める。

フードコーディネーター
３級

■卒業者に占める就職者の割合める就職者の公表様式】割合： ※種別の公表様式】欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記には総単位数、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に各資格とする。・検定について、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に以下の①～③のいずれかに該当するか記の公表様式】①～③の公表様式】いずれかに該当するか記するか記
載する。する。
①国家資格とする。・検定の公表様式】う定期試験において６０点以上を合格とする。ち、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に修了に必要な総と同時に取得せしめ、創造的な能力を養い知性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の可能な理由もの公表様式】
②国家資格とする。・検定の公表様式】う定期試験において６０点以上を合格とする。ち、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に修了に必要な総と同時に受験資格とする。を合格とする。取得せしめ、創造的な能力を養い知性ある調理師、自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のするもの公表様式】
③その公表様式】他（民間検定等）

■自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の由記述欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいずれかに該当するか記
（例）認定学科の公表様式】学生・卒業生の公表様式】コンテス担任制：ト入賞状況等

平成30年5月1日

中途退学
の公表様式】現状

平成29年4月1日時点において、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に在学者１１３名（平成29年4月1日入学者を合格とする。含む）む）

平成30年3月31日時点において、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に在学者１０３名（平成30年3月31日卒業者を合格とする。含む）む）

(例）カウンセリング・再入学・転科の公表様式】実施等                                                                                                                                                                                                    
  中退防止・中退者支援の公表様式】ための公表様式】取り拓いて行く事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。組みは総単位数、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にまず、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野にクラス担任制：担任が出来る力を持たせる職業教育を目指す。生徒の公表様式】行う定期試験において６０点以上を合格とする。動を合格とする。把握し適宜に指導をしている。生徒の学校生活に不安事態を認めた場合、保護者との連し適宜に指導をしている。生徒の学校生活に不安事態を認めた場合、保護者との連に指導を合格とする。している。生徒の公表様式】学校生活に不安事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。態を認めた場合、保護者との連を合格とする。認めた場合、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に保護者との公表様式】連
絡を密して生徒の実情を聞き、保護者と相談しながら指導している。また、担任は朝のホームルームに間に合わなかった生徒に電話等で事情を聴いて登行を促していを合格とする。密して生徒の実情を聞き、保護者と相談しながら指導している。また、担任は朝のホームルームに間に合わなかった生徒に電話等で事情を聴いて登行を促していして生徒の公表様式】実情を合格とする。聞き、保護者と相談しながら指導している。また、担任は朝のホームルームに間に合わなかった生徒に電話等で事情を聴いて登行を促していき、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に保護者と相談しな理由が出来る力を持たせる職業教育を目指す。ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の指導している。また、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に担任は総単位数朝のホームルームに間に合わなかった生徒に電話等で事情を聴いて登行を促していの公表様式】ホーム作成委員会を組織して活動している。ル活動：ーム作成委員会を組織して活動している。に間に合わな理由かった生徒に電話等で事が出来る力を持たせる職業教育を目指す。情を合格とする。聴いて登行を促していいて登行う定期試験において６０点以上を合格とする。を合格とする。促していしてい
る。

経済的支援
制度

■学校独自ら考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のの公表様式】奨学金・授業料等減免制度：　　　　　無
※有の公表様式】場合、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に制度内容を合格とする。記入

■専門実践教育インストラクター訓練給付：　　　　　非給付対象
※給付対象の公表様式】場合、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に前年度の公表様式】給付実績者数について任意記載する。

第三者による
学校評価

■民間の公表様式】評価機関する等から考え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操の第三者評価：　　　　　無
※有の公表様式】場合、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に例え自ら実践する自主自律性のある調理師、情操のば以下について任意記載以下の①～③のいずれかに該当するか記について任意記載する。
（評価団体、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に受審年月、オモテナシの心・保健・食品・栄養・公衆衛生・経営等の専攻分野に評価結果又は総単位数は総単位数評価結果を合格とする。掲載する。したホーム作成委員会を組織して活動している。ページＵＲＬ）

当するか記該学科の公表様式】
ホーム作成委員会を組織して活動している。ページ
ＵＲＬ



授業科目等の概要の概要概要

分類

授業科目名 授業科目概要

授業方法 場所 教員

○ 90 ○ ○ ○

○ 90 ○ ○ ○

○ 60 ○ △ ○ ○

○ 60 ○ ○ ○

○ 90 ○ ○ ○

○ 調理理論 90 ○ ○ ○

○ 調理理論 60 ○ ○ ○

○ 食文化概論 30 ○ ○ ○

○ 総合調理実習 90 ○ ○ ○

合計 　　　科目

卒業要件及び履修方法び履修方法履修方法 授業期間等の概要
１学年の学期区分の概要学期区分 期
１学期の概要授業期間 週

（留意事項）

２　企業等の概要との概要連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。実施要項の概要３（３）の概要要件に該当する授業科目について○を付すこと。する授業科目について○を付すこと。授業科目について○を付すこと。付すこと。すこと。

（衛生専門課程食品技術管理専門士学科）平成31年の学期区分度

配
当する授業科目について○を付すこと。
年の学期区分
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数
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数
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業
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と
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公衆衛生学（
食生活と健康と健康
）

健康の概要保持・増進に寄与する食生活の重要性を認識し、我が国に寄与する食生活の重要性を認識し、我が国する授業科目について○を付すこと。食生活と健康の概要重要性を認識し、我が国を付すこと。認識し、我が国し、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。我が国が国国
の概要健康の概要現状とともに、調理師法、健康増進法及び食育基本法とともに、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理師法、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。健康増進に寄与する食生活の重要性を認識し、我が国法及び履修方法び履修方法食育基本法
などの概要健康づくりや食生活の向上に関する法規や関連する対策食生活と健康の概要向上に関する法規や関連する対策に関する法規や関連する対策する授業科目について○を付すこと。法規や関連する対策や食生活の向上に関する法規や関連する対策関する法規や関連する対策連する授業科目について○を付すこと。対策
及び履修方法び履修方法活と健康動について理解することを通して、調理師が果たすべきについて理解することを通して、調理師が果たすべきする授業科目について○を付すこと。ことを付すこと。通して、調理師が果たすべきして、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理師が国果たすべきたすべき
役割を理解する。を付すこと。理解することを通して、調理師が果たすべきする授業科目について○を付すこと。。

1通して、調理師が果たすべき

食品衛生学（
食品の概要安全とと
衛生）

食品の概要安全との概要重要性を認識し、我が国を付すこと。認識し、我が国し、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。飲食による授業科目について○を付すこと。危害
の概要原因とその予防法に関する知識や技術を習得とその概要予防法に関する法規や関連する対策する授業科目について○を付すこと。知識し、我が国や食生活の向上に関する法規や関連する対策技術を付すこと。習得
する授業科目について○を付すこと。とともに、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食品衛生に関する法規や関連する対策する授業科目について○を付すこと。法規や関連する対策及び履修方法び履修方法対策
の概要目的や内容を理解し、食品衛生の管理を担うや食生活の向上に関する法規や関連する対策内容を理解し、食品衛生の管理を担うを付すこと。理解することを通して、調理師が果たすべきし、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食品衛生の概要管理を付すこと。担うう
調理師としての概要自覚を養う。を付すこと。養う。う。

1通して、調理師が果たすべき

食品衛生学（
食品の概要安全とと
衛生）

2通して、調理師が果たすべき

食品学（食品
と栄養う。の概要特性を認識し、我が国
）

食品の概要成分や食生活の向上に関する法規や関連する対策特徴、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食品の概要加工や貯蔵の方法、や食生活の向上に関する法規や関連する対策貯蔵の方法、の概要方法、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
生産や流通の仕組みとともに、エネルギーや栄や食生活の向上に関する法規や関連する対策流通して、調理師が果たすべきの概要仕組みとともに、エネルギーや栄みとともに、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。エネルギーや栄や食生活の向上に関する法規や関連する対策栄
養う。素の体内での働きに関する知識を習得する。の概要体内での概要働きに関する知識を習得する。きに関する法規や関連する対策する授業科目について○を付すこと。知識し、我が国を付すこと。習得する授業科目について○を付すこと。。

2通して、調理師が果たすべき

栄養う。学（食品
と栄養う。の概要特性を認識し、我が国
）

食品、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。栄養う。と健康の概要関する法規や関連する対策わりを付すこと。理解することを通して、調理師が果たすべきし、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。健康の概要保
持・増進に寄与する食生活の重要性を認識し、我が国を付すこと。担うう調理師としての概要自覚を養う。を付すこと。養う。う。

1通して、調理師が果たすべき

調理の概要原理について、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。栄養う。面、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。安全と面、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。嗜好面
（おいしさ）等の概要から、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。科学的や内容を理解し、食品衛生の管理を担うに理解することを通して、調理師が果たすべきする授業科目について○を付すこと。ととも
に、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理に使う食材の特徴、調理の基本操作、う食材の特徴、調理の基本操作、の概要特徴、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理の概要基本操作、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。
調理の概要目的や内容を理解し、食品衛生の管理を担うや食生活の向上に関する法規や関連する対策規や関連する対策模に応じた調理器具・設備等にに応じた調理器具・設備等にじた調理器具・設備等の概要に
関する法規や関連する対策する授業科目について○を付すこと。知識し、我が国を付すこと。習得する授業科目について○を付すこと。。

1通して、調理師が果たすべき

2通して、調理師が果たすべき

食文化の概要成り立ち、日本と世界の食文化及びそち、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。日本と世界の食文化及びその概要食文化及び履修方法び履修方法そ
の概要料理の概要特性を認識し、我が国を付すこと。理解することを通して、調理師が果たすべきし、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食文化の概要継承を担う調を付すこと。担うう調
理師としての概要自覚を養う。を付すこと。養う。う。

2通して、調理師が果たすべき

衛生管理、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。献立ち、日本と世界の食文化及びそ・調理、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食事環境、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。接遇等の概要を付すこと。総合的や内容を理解し、食品衛生の管理を担うに学
ぶことにより、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理師の概要業務全と体を付すこと。理解することを通して、調理師が果たすべきする授業科目について○を付すこと。。集団調理
の概要基本技術を付すこと。習得する授業科目について○を付すこと。とともに、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食品、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。栄養う。と健康の概要関する法規や関連する対策
わりについて、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理を付すこと。通して、調理師が果たすべきして食事に調整する意義を理解する授業科目について○を付すこと。意義を付すこと。理解することを通して、調理師が果たすべき
する授業科目について○を付すこと。。

1通して、調理師が果たすべき

単 位 数位 数時間( 位 数 位 数 位 数 位 数 位 数 位 数単 位 数位 数)

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合の概要授業科目について、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。講義、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。演習、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。実験、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合は実技の概要うち二以上に関する法規や関連する対策の概要方法の概要併用により行う場合により行う場合う場合
 位 数 位 数については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。たる授業科目について○を付すこと。方法について○を付すこと。付すこと。し、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。その概要他の方法について△を付すこと。の概要方法について△を付すこと。付すこと。すこと。



授業科目等の概要の概要概要

分類

授業科目名 授業科目概要

授業方法 場所 教員

○ 総合調理実習 60 ○ ○ ○

○ 調理実習 370 ○ ○ ○

○ 調理実習 440 ○ ○ △ ○ ○

○ 30 ○ ○ ○

○ 30 ○ ○ ○

○ 外国語 60 ○ ○ ○

○ 経営学 60 ○ ○ ○

合計

卒業要件及び履修方法び履修方法履修方法 授業期間等の概要
１学年の学期区分の概要学期区分

１学期の概要授業期間

（留意事項）

２　企業等の概要との概要連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。実施要項の概要３（３）の概要要件に該当する授業科目について○を付すこと。する授業科目について○を付すこと。授業科目について○を付すこと。付すこと。すこと。

（衛生専門課程食品技術管理専門士学科）平成31年の学期区分度

配
当する授業科目について○を付すこと。
年の学期区分
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と
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衛生管理、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。献立・調理、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食事環境、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。接遇等の概要を付すこと。総合的に学に学
ぶことにより、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理師の業務全体を理解する。集団調理の概要業務全体を理解する。集団調理を付すこと。理解する。集団調理する授業科目について○を付すこと。。集団調理
の概要基本技術を付すこと。習得するとともに、食品、栄養と健康の関する授業科目について○を付すこと。とともに、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食品、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。栄養と健康の関と健康の関の概要関
わりについて、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理を付すこと。通して食事に調整する意義を理解して食事に調整する意義を理解する授業科目について○を付すこと。意義を付すこと。理解する。集団調理
する授業科目について○を付すこと。。

2通して食事に調整する意義を理解

調理師の業務全体を理解する。集団調理としての概要基本的に学な態度を身につけ、調理師態度を付すこと。身につけ、調理師につけ、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理師の業務全体を理解する。集団調理
の概要業務について、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理技術の概要習熟度による授業科目について○を付すこと。業務内
容の分担や役割を理解する。調理の基本技術を反の概要分担や役割を理解する。調理の基本技術を反や役割を理解する。調理の基本技術を反役割を理解する。調理の基本技術を反を付すこと。理解する。集団調理する授業科目について○を付すこと。。調理の概要基本技術を付すこと。反
復することにより習得することで、その重要性をする授業科目について○を付すこと。ことにより習得するとともに、食品、栄養と健康の関する授業科目について○を付すこと。ことで、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。その概要重要性をを付すこと。
理解する。集団調理する授業科目について○を付すこと。。調理機器・器具の取扱い、食材の扱いの概要取扱い、食材の扱いい、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。食材の扱いの概要扱い、食材の扱いい
と下処理、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調理操作、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。調味、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。盛りつけ等の調理過りつけ等の概要の概要調理過
程全体を理解する。集団調理の概要基本技術を付すこと。習得するとともに、食品、栄養と健康の関する授業科目について○を付すこと。とともに、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。各種料理
の概要特性をを付すこと。調理を付すこと。通して食事に調整する意義を理解して理解する。集団調理する授業科目について○を付すこと。。

1通して食事に調整する意義を理解

2通して食事に調整する意義を理解

フードサービ
ス

フードサービス産業の概要成り立ち及び動向を理解及び履修方法び履修方法動向を理解を付すこと。理解する。集団調理
し、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。フードビジネスの概要運営管理を付すこと。理解する。集団調理する授業科目について○を付すこと。。

1通して食事に調整する意義を理解

フードサービ
ス 2通して食事に調整する意義を理解

レシピやメニューの理解に必要となる外国語のや役割を理解する。調理の基本技術を反メニューの概要理解する。集団調理に必要とな態度を身につけ、調理師る授業科目について○を付すこと。外国語の概要
能力、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。厨房における調理や接客に求められる国における授業科目について○を付すこと。調理や役割を理解する。調理の基本技術を反接客に求められる国に求められる国められる授業科目について○を付すこと。国
際的に学な態度を身につけ、調理師コミュニケーション能力を養う。能力を付すこと。養と健康の関う。

2通して食事に調整する意義を理解

経営学概論、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。マーケティン能力を養う。グ、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。飲食店経営関
係、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。SWOT分析等の概要の概要能力を付すこと。養と健康の関う。

2通して食事に調整する意義を理解

　　　11科目 1710単 位 数位 数時間( 位 数 位 数 位 数 位 数 位 数 位 数単 位 数位 数)

教育課程の概要修了は、各学期ごとに行う試験の成績評価に基づき、平素の成績および性行を斟酌して認めるは、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。各学期ごとに行う試験の成績評価に基づき、平素の成績および性行を斟酌して認めるう試験の概要成績評価に基づき、平素の成績および性行を斟酌して認めるに基づき、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。平素の成績および性行を斟酌して認めるの概要成績および履修方法性を行う試験の成績評価に基づき、平素の成績および性行を斟酌して認めるを付すこと。斟酌して認めるして認めるめる授業科目について○を付すこと。
。

2期

18週

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合の概要授業科目について、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。講義、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。演習、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。実験、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合は実技の概要うち及び動向を理解二以上の方法の併用により行う場合の概要方法の概要併用により行う場合により行う試験の成績評価に基づき、平素の成績および性行を斟酌して認めるう場合
 位 数 位 数については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。たる授業科目について○を付すこと。方法について○を付すこと。付すこと。し、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。その概要他の方法について△を付すこと。の概要方法について△を付すこと。付すこと。すこと。
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